
町報
2005

Ｎｏ.

1月

新  春



税
の
目
的

　
県
民
が
、
恩
恵
を
受
け
て
い
る
森
林
の
公
的
機
能
を
、
持
続
的
に

発
揮
さ
せ
る
た
め
、
県
民
の
広
く
薄
く
か
た
よ
り
の
な
い
負
担
に
よ

り
、
森
林
の
保
全
を
行
い
、
県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
森
林
を
、
県

民
み
ん
な
で
、
守
り
育
て
る
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

納
税
し
て
い
た
だ
く
方
お
よ
び
納
税
額

　
県
民
税
の
均
等
割
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
個
人
ま
た
は
法
人
な
ど

（
個
人
）

　
年
三
百
円
を
、
個
人
県
民
税
均
等
割
に
上
乗
せ
し
ま
す
。

（
法
人
な
ど
）

　
資
本
金
に
応
じ
て
、
六
百
円
〜
二
万
四
千
円
を
法
人
県
民
税
均
等

割
（
現
行
二
万
円
〜
八
十
万
円
）
に
上
乗
せ
し
ま
す
。

税
の
納
め
方

　
現
在
の
、
県
民
税
均
等
割
と
同
じ
方
法
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

森
林
環
境
保
全
税
　平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
導
入

23

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

申
告
が
必
要
な
方

�

【
所
得
税
】

○
事
業
所
得
（
商
工
業
・
農
業
・

医
業
・
漁
業
な
ど
か
ら
生
ず
る
所

得
）
、
不
動
産
所
得
（
地
代
・
家

賃
）
、
譲
渡
所
得
（
土
地
・
建
物

な
ど
を
売
っ
た
所
得
）
な
ど
が
あ

る
方
で
、
平
成
十
六
年
中
の
所
得

金
額
の
合
計
が
、
所
得
控
除
合
計

額
を
超
え
る
方

○
給
与
所
得
で

　
①
給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を

　
超
え
る
方

　
②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

　
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
る

　
方

　
③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
も

　
ら
っ
て
い
る
場
合
は
、
従
た
る

　
給
与
の
収
入
と
②
の
所
得
の
合

　
計
が
二
十
万
円
を
超
え
る
方

　
④
給
与
の
支
払
を
受
け
た
と
き

　
に
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て

　
い
な
い
方

【
住
民
税
】

○
平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
、

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
十
六

年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
方
（
所
得

税
の
申
告
を
し
た
方
は
除
く
）

○
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
農

業
ま
た
は
譲
渡
な
ど
の
所
得
合
計

が
二
十
万
円
以
下
の
方
（
二
十
万

円
を
超
え
る
方
は
、
所
得
税
の
申

告
が
必
要
）

○
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

町
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
方�

�

所
得
税
が
戻
っ
て
く
る
場
合�

（
還
付
申
告)

　
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

方
で
も
次
の
よ
う
な
場
合
、
所
得

税
の
還
付
申
告
に
よ
り
源
泉
徴
収

さ
れ
た
税
金
の
一
部
が
戻
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
家
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得

　
し
た
場
合

・
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

　
合

・
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

・
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

　
し
て
い
な
い
場
合
　
　
な
ど

― 

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で 

―

税
金
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た

　
所
得
金
額
や
税
金
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

　
　
日
程
表
の
と
お
り
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い

曜日期　　日 午前（8：40～11：00） 午後（1：00～4：00）

２

月

３

月

17�

18�

21�

22�

23�

24�

25�

28�

1�

2�

3�

4�

7�

8�

9�

10�

11

木�

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

洲　河　崎�

荒　　　田　・　半　の　上�

宮　の　前　・　武　　　庫�

柿　　　原�

下　安　井�

小　　　原　・　下　蚊　屋�

本　　　五�

新　　　二　・　栗　　　尾�

佐　　　川�

本　　　三　・　杉　　　谷�

池　の　内�

新　　　一　・　大　　　満�

久　　　連�

本　　　一　・　本　　　四

農　　業　　青　　色　　申　　告　　　　　　　　（終日）

農　　業　　青　　色　　申　　告　　　　　　　　（終日）

農　　業　　青　　色　　申　　告　　　　　　　　（終日）

洲　河　崎　・　一　　　旦

新　　　道　・　高　　　谷

御　机・美　用・笠　良　原

小　江　尾

貝　　　田

宮　　　市　・　宮　市　原

本　　　五

本　　　二　・　助　　　沢

佐　　　川

吉　原・西　成・袋　原

池　の　内

尾之上原

日　の　詰　・　深　山　口

大　河　原

○
配
偶
者
特
別
控
除
の
廃
止
（
平
成
十
六
年
分
か
ら
適
用
）

　
配
偶
者
特
別
控
除
の
う
ち
、
配
偶
者
控
除
に
上
乗
せ
し
て
適
用
さ

れ
て
い
た
部
分
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
個
人
住
民
税
均
等
割
り
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
七
年
度
分
か
ら
適
用
）

　
生
計
同
一
の
妻
に
対
す
る
、
均
等
割
の
非
課
税
措
置
が
段
階
的
に

廃
止
さ
れ
ま
す
。
所
得
金
額
が
一
定
金
額
を
超
え
る
方
が
対
象
で
、

平
成
十
七
年
度
分
は
二
分
の
一
の
額
（
年
二
千
円
）
を
課
税
し
、
平

成
十
八
年
度
分
か
ら
全
額
（
年
四
千
円
）
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

〜
お
も
な
税
制
の
改
正
〜

◆◇還付手続きに必要な書類◇◆◆◇還付手続きに必要な書類◇◆
　源泉徴収票と印鑑（認印）のほかに次の書類などが必要となります。

○医療費控除を受ける方は
　支払った医療費の領収書（医療を受けた人別、病院別、薬局別に計算した明細書を持参してください）

　保険などで補てんされる金額の明細書

○生命保険料控除を受ける方は
　支払保険料の証明書

○損害保険料控除を受ける方は
　支払保険料の証明書

○住宅借入金（取得）など特別控除を受ける方は
　登記簿謄本（鳥取地方法務局米子支局で発行）

　住民票の写し（役場町民課で発行）

　売買契約書の写しまたは請負契約書の写し

　住宅取得資金などに係る借入金の年末残高証明書

　☆２人以上共有持分の方もそれぞれ１通でよい。

○介護保険の要介護1～5の認定を受けている方は、障害者控除の対象になる場合もあります。

〔医療費控除の計算方法〕
その年中に支払った医療費の額　－　保険金などで補てんされる金額　－　

　＝医療費控除（最高２００万円）

①10万円
②所得金額×５％
　①と②のいずれか�
　少ない方の金額

詳しくは、最寄の税務署、役場町民課（75－3223）におたずねください。

納税相談日程表
会場：役場２階会議室

※米子税務署の出張相談はありません。営庶業・譲渡・山林は簡易な申告のみ受付けますので、該当地区の
　日程にお越しください。それ以外の方は米子税務署で申告してください。



祝祝祝 2005年新成人のみなさん�
　　　　　おめでとうございます
2005年新成人のみなさん�
　　　　　おめでとうございます
2005年新成人のみなさん�
　　　　　おめでとうございます

本
　
一
　
　
堀
　
田
　
満
　
宏

　
〃
　
　
　
平
　
川
　
　
　
典

本
　
二
　
　
福
　
田
　
あ
ゆ
み

本
　
三
　
　
門
　
脇
　
良
太
郎

本
　
四
　
　
芦
　
立
　
大
　
和

　
〃
　
　
　
井
　
上
　
知
　
洋

本
　
五
　
　
岡
　
田
　
慎
　
悟

　
〃
　
　
　
川
　
端
　
奈
津
子

新
　
一
　
　
遠
　
藤
　
淑
　
恵

　
〃
　
　
　
川
　
上
　
絵
　
美

　
〃
　
　
　
西
　
田
　
進
　
哉

　
〃
　
　
　
前
　
田
　
会
　
希

新
　
二
　
　
徳
　
岡
　
愛
　
加

久
　
連
　
　
川
　
上
　
瑞
　
穂

　
〃
　
　
　
岡
　
本
　
峰
　
夫

　
〃
　
　
　
生
　
田
　
靖
　
志

佐
　
川
　
　
高
　
津
　
亮
　
二

　
〃
　
　
　
松
　
原
　
貴
　
恵

柿
　
原
　
　
奥
　
田
　
小
百
合

助
　
沢
　
　
加
　
藤
　
よ
り
子

下
蚊
屋
　
　
小
　
椋
　
志
　
穂  

　
〃
　
　
　
小
　
椋
　
七
　
海

　
〃
　
　
　
川
　
上
　
正
　
道

御
　
机
　
　
赤
　
堀
　
公
　
彦

美
　
用
　
　
川
　
上
　
恵
　
子

小
　
原
　
　
川
　
上
　
幸
　
宏

杉
　
谷
　
　
河
　
上
　
美
　
奈

下
安
井
　
　
久
　
木
　
夕
　
夏

洲
河
崎
　
　
佐
々
木
　
さ
や
か

　
〃
　
　
　
浦
　
部
　
　
　
仁

　
〃
　
　
　
浦
　
部
　
　
　
茜

荒
　
田
　
　
小
　
瀧
　
宏
　
昭

　
〃
　
　
　
林
　
　
　
美
　
香

半
の
上
　
　
瀬
　
島
　
　
　
優

武
　
庫
　
　
梅
　
林
　
　
　
優

　
〃
　
　
　
桑
　
本
　
え
り
か

　
〃
　
　
　
加
　
藤
　
　
　
梓

新
　
道
　
　
梅
　
林
　
祐
　
基

尾
之
上
原
　
藤
　
原
　
美
咲
恵

　
〃
　
　
　
藤
　
原
　
浩
　
昭

日
の
詰
　
　
中
　
尾
　
直
　
人

西
　
成
　
　
妹
　
尾
　
麻
　
耶

袋
　
原
　
　
新
　
見
　
尚
　
弘

（
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
〜�

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
）

成
人
者
名
簿

　
一
月
九
日
（
日
）
、
平
成
十
七

年
成
人
式
が
、
江
府
町
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
成
人
者
は
四
十
三
名
で

そ
の
内
、
三
十
五
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
加
藤
梓
さ
ん
が
成

人
者
を
代
表
し
て
竹
内
町
長
か
ら

記
念
品
を
受
け
取
り
、
西
田
進
哉

さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
の
後
の
成
人
者
意
見
発
表
で

は
、
新
町
一
丁
目
の
遠
藤
淑
恵
さ

ん
が
「
私
の
進
む
道
」
と
題
し
て
、

学
生
時
代
の
実
習
や
現
在
の
職
場

で
の
経
験
を
通
し
て
自
分
の
進
む

べ
き
道
を
歩
き
始
め
た
こ
と
や
、

新
成
人
と
し
て
の
決
意
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
郷
土
出
身
の
方
を

招
い
て
講
演
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
江
尾
新
町
二
丁
目
の

出
身
で
、
神
戸
市
に
お
い
て
詩
人

・
作
曲
家
と
し
て
幅
広
い
活
動
を

し
て
お
ら
れ
る
手
島
隼
人
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
熱
い
思
い

と
共
に
、
自
分
の
人
生
か
ら
得
た

教
訓
を
交
え
な
が
ら
ご
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。
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私
は
、
中
学
校
の
頃
か
ら
保

育
士
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
　

　
そ
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
現
在
通
っ
て
い
る
短
大
に
進

学
し
ま
し
た
。

　
短
大
で
は
、
保
育
に
関
す
る

様
々
な
専
門
知
識
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
講
義
に
加
え
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
知
的
障
害
者
更

正
・
授
産
施
設
、
児
童
養
護
施

設
で
の
実
習
が
あ
り
ま
し
た
。

　
実
習
で
は
、
問
題
行
動
を
起

こ
し
て
し
ま
う
子
ど
も
が
多
く

い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
を
生
き

る
子
ど
も
達
の
抱
え
る
問
題
が

多
様
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
少
子
化
や

女
性
の
社
会
進
出
な
ど
、
社
会

の
変
化
に
伴
っ
て
子
ど
も
の
育

つ
環
境
が
変
化
し
、
子
ど
も
へ

の
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
な
る
こ

と
な
ど
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
又
、
児
童
養
護
施
設
に
お
け

る
実
習
で
は
、
虐
待
を
受
け
た

子
ど
も
達
に
出
会
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
親
か
ら
十
分
な
愛

情
を
注
が
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め

か
、
私
に
対
し
て
異
常
な
ほ
ど
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
又
、
暴
力
・
暴
言
の
激
し
い

子
ど
も
も
多
く
お
り
、
そ
の
よ
う

な
光
景
に
私
は
と
て
も
大
き
な
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
実
習
を
機
に
、
私
は
こ
の

よ
う
な
子
ど
も
達
と
共
に
考
え
、

共
に
生
き
る
こ
と
で
、
自
分
も
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
思

い
が
叶
い
、
今
年
の
春
か
ら
児
童

養
護
施
設
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
ど
こ
ま
で
子
ど
も
達
と
共
に
過

ご
す
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
少

し
で
も
子
ど
も
達
が
将
来
に
明
る

い
希
望
や
夢
が
持
て
る
よ
う
な
き

っ
か
け
作
り
が
で
き
た
ら
さ
い
わ

い
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

二
十
歳
を
迎
え
て
、
自
分
の
行
動

・
言
動
に
し
っ
か
り
と
責
任
を
持

て
る
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日

は
私
達
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
盛

大
な
式
典
を
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新成人意見発表新成人意見発表新成人意見発表

私
の
進
む
道

遠
藤
　
淑
恵

意見発表の遠藤淑恵さん 謝辞を述べる西田進哉さん 式典の様子

久しぶり－ 若々しい新成人たち 記念講演の手島隼人さん

男前だろう ハイポーズ 久しぶりで話がはずみます

成人式のスナップ成人式のスナップ成人式のスナップ
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公
募
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
を
紹
介
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
約
二
年
間
、
行
財
政
改
革
に

向
け
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
十
二
月
二
十
二
日
、
役
場
で
第
一
回
ま
ち

づ
く
り
推
進
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
構
成
は
、
町
民
か
ら
の
公
募
に

よ
る
委
員
十
二
名
、
議
会
か
ら
川
端
議
長
・

浜
本
副
議
長
、
行
政
か
ら
竹
内
町
長
・
藤
原

教
育
長
の
計
十
六
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
嘱
状
交
付
の
あ
と
、
役
員
の
選
出
を
し
、

意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
意
見
交
換
で
は
「
こ
れ
か
ら
の
江
府
町
が

ど
う
な
る
の
か
。
勉
強
し
て
自
分
と
し
て
の

意
見
を
提
案
し
た
い
。
」
「
意
見
交
換
し
て

も
、
実
を
結
ば
な
い
も
の
が
多
い
。
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
町
出
身
者
が
戻
れ

る
よ
う
、
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を
」
な
ど

の
意
見
が
で
ま
し
た
。

第
一
回
ま
ち
づ
く
り�

推
進
委
員
会
開
か
れ
る

三輪英男さん（下安井）
専門部：機構・給与部会

上前梅夫さん（本五）�
専門部：教育人権部会

相見　稔さん（新一）�
専門部：総務部会

石原忠哉さん（新道）�
専門部：産業建設部会

副委員長 委員長

南波吉伸さん（池の内）
専門部：産業建設部会

井上弘基さん（一旦）
専門部：産業建設部会

板垣隆久さん（新二）
専門部：機構・給与部会

下村栄夫さん（新一）
専門部：総務部会

一二三八郎さん（助沢）
専門部：教育人権部会

松本由里子さん（新一）
専門部：住民福祉部会

清水弘美さん（袋原）
専門部：住民福祉部会

藤原眞輝さん（本一）
専門部：住民福祉部会
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十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
、
一
週
間
が
人

権
週
間
で
し
た
。

　
平
成
十
六
年
度
の
啓
発
重
点
目
標
は
、
「
育
て

よ
う
　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
　
―
身
近
な
こ

と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
―
」
で
し
た
。

　
人
権
週
間
期
間
中
の
十
二
月
八
日
、
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
、
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
を
巡
回
し
、
各
事
業
所
を
回
り
な
が
ら
啓

発
物
を
配
布
し
て
、
人
権
に
対
す
る
意
識
改
革
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
西
村
一
男
さ
ん
が
、
ご
自
身
で
描
い
た
絵
を
、

俣
野
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
は
、
春
の
俣
野
小
学
校
を
描
い
た
も
の

で
、
解
放
文
化
祭
に
出
品
さ
れ
た
作
品
で
す
。

　
手
渡
さ
れ
た
福
田
校
長
も
、
大
変
感
激
さ
れ
、

大
切
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
西
村
さ
ん
は
、
六
十
八
歳
か
ら
油
絵
を
は
じ
め

ら
れ
、
現
在
は
明
徳
学
園
で
、
水
墨
画
も
習
わ
れ

て
い
ま
す
。

俣
野
小
学
校
へ
絵
画
を
寄
贈

　
子
供
の
国
保
育
園
で
、
十
二
月
十
七
日
、
お

楽
し
み
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
し
た
こ
の
時

期
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
園
児
た
ち
は
、
舞
台
い
っ
ぱ
い
に
歌
や
踊
り
、

劇
な
ど
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
客
席
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
掛
け
た
、
保
護
者
の

み
な
さ
ん
は
、
か
わ
い
い
園
児
の
愛
ら
し
い
演

技
を
見
て
、
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
お
楽
し
み
会
終
了
後
に
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
か
ら
、
園
児
一
人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
、

渡
さ
れ
、
園
児
た
ち
は
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

愛
ら
し
い
演
技
に�

　
　
　
　
大
き
な
拍
手

あなたのまわりの�
明るい話題お知ら
せください。�
総務課┒75－2211
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新
春
の
一
月
四
日
、
第
二
十
八

回
を
迎
え
る
、
恒
例
の
新
春
町
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
江
尾
駅
前
広
場
を
発
着
点
と
し

て
、
一
㎞
・
一．
五
㎞
・
三
㎞
の
コ

ー
ス
を
幼
児
・
小
学
生
・
一
般
（
中

学
生
以
上
）
の
部
に
分
か
れ
て
走

る
個
人
の
部
と
、
四
人
一
組
で
一

人
が
一．
五
㎞
を
走
り
リ
レ
ー
す
る

継
走
の
部
（
中
学
生
男
子
・
女
子
、

一
般
）
の
二
種
目
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
沿
道
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
声
援

が
飛
び
か
い
、
大
会
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　
走
り
終
え
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

江
府
町
山
菜
研
究
グ
ル
ー
プ
特
製

の
温
か
い
だ
ん
ご
汁
で
疲
れ
た
身

体
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

（
結
　
果
）

【
個
人
の
部
】
優
勝

幼
児
の
部
　
　
　
藤
田
　
敬
章
君

小
学
校
低
男
子
　
桑
原
　
　
聖
君

小
学
校
低
女
子
　
下
垣
奈
穂
さ
ん

小
学
校
高
男
子
　
河
上
　
柊
維
君

小
学
校
高
女
子
　
金
井
優
花
さ
ん

一
般
男
子
　
　
　
藤
田
実
奈
さ
ん

　
　
　
　
（
男
子
の
部
に
出
場
）

一
般
女
子
　
　
日
野
尾
早
紀
さ
ん

【
継
走
の
部
】
優
勝

中
学
校
男
子
の
部

　
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
①

中
学
校
女
子
の
部

　
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
Ｂ

一
般
の
部

　
チ
ロ
ル
教
員
チ
ー
ム

幼児の部　元気にスタート

記念講演の千葉紘子さん

パネルディスカッション

冷えた身体にだんご汁は最高

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！
　
元
気
に
走
り
初
め
！

第
二
十
八
回
新
春
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
二
十
八
回
新
春
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
二
十
八
回
新
春
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
三
十
回

江
府
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会

　
十
二
月
十
日
（
金
）
午
後
一
時

か
ら
、
江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
第
三
十
回
を
迎
え
る

「
江
府
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究

集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
江
府
町
内
か
ら
各
種
団
体
・
企

業
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
を
始
め
と

す
る
百
九
十
五
名
が
参
加
。
記
念

講
演
、
パ
ネ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
人

権
啓
発
標
語
・
作
文
の
表
彰
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
、
歌
手
の
千
葉
紘

子
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
千
葉
さ
ん
は
歌
手
と
し
て
の
活

動
の
か
た
わ
ら
、
篤
志
面
接
委
員

と
し
て
少
年
鑑
別
所
を
訪
問
し
、

収
監
さ
れ
た
少
女
た
ち
と
の
面
接

活
動
を
行
い
な
が
ら
、
少
女
た
ち

の
自
立
に
む
け
て
の
取
り
組
み
を

支
援
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
講
演
で
は
千
葉
さ
ん
の
篤
志
面

接
委
員
と
し
て
の
活
動
を
と
お
し

て
体
験
さ
れ
た
こ
と
や
、
感
じ
ら

れ
た
こ
と
を
中
心
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
複
雑
な
世
の
中
に
な
っ
て
、
互

い
の
信
頼
関
係
が
築
き
に
く
く
な

っ
た
大
人
た
ち
と
子
ど
も
た
ち
。

そ
の
絆
を
保
つ
た
め
に
は
、
た
と

え
親
で
も
相
手
を
大
切
だ
と
思
う

心
を
常
に
持
ち
続
け
る
こ
と
が
必

要
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。       

　
講
演
の
最
後
に
は
、
自
分
の
持

ち
歌
を
三
曲
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
は
、
「
人
権
確
立
に

む
け
て
」
の
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。司
会
・
進
行
を
西
部
教
育
事

務
所
の
野
口
高
幸
氏
に
お
願
い
し
、

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
同
推
協
・
明

倫
支
部
の
三
好
環
さ
ん
、
江
府
中

学
校
人
権
教
育
主
任
の
長
富
陽
一

さ
ん
、
本
町
五
丁
目
集
会
所
の
村

上
真
由
美
さ
ん
の
三
名
に
日
頃
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
集
会
の
最
後
に
、
平
成
十
六
年

度
に
募
集
し
た
人
権
啓
発
標
語
・

作
文
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
標
語
の
部
で
は
、
江
尾
小
学
校

三
年
生
の
下
村
友
希
乃
さ
ん
、
作

文
の
部
で
は
江
府
中
学
校
二
年
生

の
藤
森
彩
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
最

優
秀
賞
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。�

　
こ
の
集
会
で
『
人
権
文
化
の
ま

ち
づ
く
り
』
を
町
民
総
ぐ
る
み
で

実
践
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 8



　
第
八
回
と
な
る
人
権
同
和
問
題

啓
発
標
語
・
作
文
の
入
選
者
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
標
語
の
部
で
、
応
募

者
二
百
二
十
八
名
、
そ
の
う
ち
二

十
四
名
が
入
選
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
作
文
の
部
で
は
、
七
十

一
名
の
応
募
の
う
ち
五
名
が
入
選

と
な
り
ま
し
た
。

　
入
選
し
ま
し
た
、
標
語
、
作
文

は
標
語
カ
レ
ン
ダ
ー
、
町
報
、
明

る
い
こ
こ
ろ
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。

入
選
し
た
標
語
、
作
文
の
中
か
ら
、

作
文
の
部
で
最
優
秀
賞
に
な
り
ま

し
た
、
藤
森
彩
さ
ん
の
作
文
を
紹

介
し
ま
す
。

さ
や
こ
さ
ん
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
藤
森
　
　
彩

　
私
た
ち
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
か

ら
ず
っ
と
同
和
教
育
を
う
け
て
い

る
。
部
落
問
題
や
、
人
権
の
こ
と

な
ど
。

　
で
も
、
そ
の
時
そ
の
時
は
、
が

ん
ば
っ
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
私
は
本
当
の
意
味
で

真
剣
に
同
和
問
題
に
取
り
組
ん
で

な
か
っ
た
。
「
ま
た
す
る
の
？
」

と
か
「
も
う
い
い
わ
」
っ
て
思
っ

て
い
た
り
も
し
た
。

　
け
ど
、
中
学
二
年
の
一
学
期
に

同
和
教
育
の
ビ
デ
オ
を
見
て
、
も

っ
と
真
剣
に
同
和
問
題
に
取
り
組

も
う
と
思
っ
た
。
ビ
デ
オ
の
内
容

は
、
全
国
水
平
社
運
動
に
つ
い
て

の
も
の
だ
っ
た
。
　
　

　
水
平
社
運
動
と
い
う
の
は
、
江

戸
時
代
に
町
人
、
村
人
と
は
別
に
、

厳
し
く
差
別
さ
れ
て
き
た
人
た
ち

が
自
分
た
ち
で
差
別
を
な
く
そ
う

と
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
。

　
部
落
の
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち

に
誇
り
を
も
ち
、
部
落
を
世
間
並

み
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、

世
間
の
間
違
っ
た
物
差
し
を
正
し
、

人
間
は
平
等
で
あ
る
と
い
う
「
水

平
の
物
差
し
」
を
、
世
間
に
広
め

て
い
っ
た
。

　
そ
れ
に
、
水
平
社
運
動
の
モ
ッ

ト
ー
は
、
長
い
間
の
差
別
に
対
す

る
復
し
ゅ
う
で
は
な
く
、
人
を
大

切
に
で
き
な
い
人
間
を
救
う
た
め

の
運
動
で
あ
る
。
　
こ
の
こ
と
を

聞
い
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。

　
部
落
の
人
た
ち
は
、
厳
し
い
差

別
を
受
け
、
と
き
に
は
人
間
ら
し

い
扱
い
を
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
、

世
間
の
人
々
を
救
う
と
い
う
考
え

に
感
動
し
た
。

　
も
し
、
私
が
部
落
出
身
で
差
別

を
受
け
て
い
た
ら
、
と
て
も
「
世

間
の
人
々
を
救
う
」
な
ん
て
考
え

は
思
い
つ
か
な
い
。
む
し
ろ
逆
に
、

仕
返
し
を
し
て
や
り
た
い
気
持
ち

の
ほ
う
が
強
い
と
思
う
。

　
け
ど
、
部
落
の
人
た
ち
だ
か
ら

こ
そ
、
差
別
の
苦
し
み
、
悲
し
み
、

世
間
の
間
違
い
が
一
番
よ
く
わ
か

っ
て
い
る
人
た
ち
な
ん
だ
と
思
っ
た
。

　
部
落
の
人
た
ち
は
、
本
気
で
差

別
を
な
く
そ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
私
も
何
で
も
本
気

で
取
り
組
も
う
と
思
っ
た
。

　
こ
ん
ど
は
、
私
が
こ
の
ビ
デ
オ

の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と

を
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
清
原
降
宣
さ
ん
の
娘
、

さ
や
こ
さ
ん
の
こ
と
だ
。
清
原
さ

ん
と
い
う
の
は
、
西
光
万
吉
の
弟

の
孫
に
あ
た
る
人
だ
。

　
西
光
万
吉
は
部
落
出
身
で
、
一

九
九
二
年
に
水
平
社
を
設
立
し
た

人
。

　
清
原
さ
ん
は
、教
師
、西
光
寺
の

住
職
と
し
て
、
水
平
社
運
動
な
ど

に
つ
い
て
の
講
演
を
開
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
娘
の
さ
や
こ
さ
ん
も
、

学
校
で
部
落
開
放
研
究
会
の
活
動

を
し
て
、
少
し
で
も
部
落
の
こ
と

を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
と
、
校
門
で

の
ビ
ラ
ま
き
、
ポ
ス
タ
ー
作
り
な

ど
に
は
げ
ん
で
い
た
。

　
だ
が
、
さ
や
こ
さ
ん
の
活
動
に

対
し
て
書
い
た
、
差
別
落
書
き
が

み
つ
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ

ー
ト
し
て
い
き
、
「
え
た
死
ね
」

「
え
た
が
偉
そ
う
に
す
る
な
」
と

い
っ
た
内
容
の
手
紙
や
、
画
び
ょ

う
や
針
、
く
ぎ
、
ガ
ラ
ス
な
ど
が

靴
の
中
に
い
れ
ら
れ
て
い
た
。

さ
や
こ
さ
ん
は
、
一
生
懸
命
活
動

し
て
い
る
の
に
、
ひ
ど
い
と
思
っ

た
。い
じ
め
を
し
て
い
る
人
は
、何

を
思
っ
て
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
私
は
く
や

し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

さ
や
こ
さ
ん
は
、
一
人
で
悩
ん
で

い
た
。
し
だ
い
に
体
調
を
こ
わ
し
、

見
る
見
る
ヤ
セ
お
と
ろ
へ
、
こ
の

ま
ま
で
は
死
ぬ
か
と
思
わ
れ
る
ほ

ど
、
精
神
的
に
追
い
つ
め
ら
れ
て

い
っ
た
。

　
で
も
、
さ
や
こ
さ
ん
は
学
校
を

休
ま
な
か
っ
た
。
「
学
校
を
休
ん

だ
ら
自
分
が
負
け
た
こ
と
に
な
る
。

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
人
も
、

ど
こ
か
心
が
病
ん
で
い
る
に
違
い

な
い
。
私
は
負
け
た
く
な
い
。
」

と
言
っ
て
決
し
て
休
ま
な
か
っ
た

そ
う
だ
。

　
私
だ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
学
校
を

休
ん
で
こ
の
こ
と
か
ら
、
逃
げ
だ

し
て
い
る
だ
ろ
う
。
け
ど
、
さ
や

こ
さ
ん
は
逃
げ
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
犯
人
は
わ
か
っ

た
け
ど
、
そ
の
生
徒
が
学
習
の
こ

と
で
非
常
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
を

知
っ
て
、
も
う
こ
ん
な
こ
と
は
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
そ
の
生
徒
を

許
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に
、
努
力
し
た
と

い
う
。

　
私
な
ら
、
絶
対
さ
や
こ
さ
ん
み

た
い
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。

そ
れ
に
、
自
分
を
死
ぬ
か
と
思
う

ほ
ど
、
追
い
つ
め
た
人
の
こ
と
を

簡
単
に
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
と
こ
と
ん
踏
み
つ
け
ら
れ
て
も
、

人
の
痛
み
の
わ
か
る
さ
や
こ
さ
ん

は
、本
当
に
強
い
人
だ
と
思
う
。そ

し
て
、
心
か
ら
差
別
を
な
く
そ
う

と
、
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
る
人
。

　
こ
う
い
う
人
を
、
本
当
に
強
い

人
だ
と
い
う
と
思
う
。

　
私
も
、
さ
や
こ
さ
ん
の
よ
う
に

は
、
な
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
さ
や
こ
さ
ん
に
一
歩
で
も
近

づ
け
る
強
い
人
間
に
な
り
た
い
。

人
権
同
和
問
題
啓
発
標
語
・
作
文

人
権
同
和
問
題
啓
発
標
語
・
作
文
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山野小百合　（池の内）
担当区（池の内）

三代信行　（美用）
担当区（栗尾・美用・小原）

生田春美　（久連）
担当区（大満・小江尾・久連）

川上博久　（本一）
担当区（本一、本二、本三）

加藤　嵩　（御机）
担当区（御机・笠良原・鏡ヶ成）

森田康博　（貝田）
担当区（貝田）

前田恵子　（佐川）
担当区（佐川・柿原）

大森ひろ子　（下蚊屋）
担当区（助沢・下蚊屋）

末次喜三男　（宮市）
担当区（宮市・宮市原・杉谷）

村上成人　（本五）
担当区（本四・本五）

船越征子　（宮の前）
担当区（半の上・宮の前・武庫・高谷）

宇田川智良登　（武庫）
主任児童委員

井上廉女　（本四）
主任児童委員

宮本和男　（尾之上原）
担当区（尾之上原・日の詰・深山口）

三好　環　（洲河崎）
担当区（下安井・洲河崎）

山根博司　（新一）
担当区（新一、新二）

野田克人　（大河原）
担当区（大河原）

生田三那子　（新道）
担当区（荒田・新道・一旦）

清水忠良　（袋原）
担当区（吉原・西成・袋原）

十二月七日、総合健康福祉センターで民生児童委員の委嘱状伝達式がありました。

　これは、厚生労働大臣からの委嘱状が交付されたもので、委員一人ひとりに竹内町長から伝達されました。�

任期は三年です。

　伝達式のあと、協議会が行われ各対策部の役員などの選任が行われました。

　民生児童委員は、地域住民の福祉の向上のため、さまざまな相談に応じています。

新しい民生児童委員決まる新しい民生児童委員決まる新しい民生児童委員決まる

副会長 副会長 会長

左
か
ら
日
野
尾
千
絢
さ
ん
、
堀
田

典
子
さ
ん
、
後
房
雄
さ
ん
、
竹
内

町
長
、
山
本
喜
和
さ
ん
、
森
田
晴

雄
さ
ん
、
宮
本
勅
寛
さ
ん

　
長
年
に
わ
た
り
、
町
民
の
福
祉

向
上
に
尽
力
さ
れ
た
、
六
名
の
民

生
委
員
さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
任
に
あ
た
り
、
竹
内
町
長
か

ら
そ
の
功
労
に
対
し
、
感
謝
状
と

記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間

  

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

長
い
間

  

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

長
い
間

  

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん

さ
  ん
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昨
年
よ
り
結
成
し
ま
し
た
本
町

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
、
こ
の
た

び
運
動
適
正
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
人
間
の
運
動
の
基

礎
と
な
る
能
力
や
、
体
の
動
き
を

総
合
的
に
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
誰
で
も
行

え
、
運
動
の
適
正
を
科
学
的
に
捉

え
よ
う
と
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

　
実
施
種
目
は
、
①
立
ち
幅
と
び
、

②
上
体
起
こ
し
（
腹
筋
運
動
）
、

③
腕
立
て
伏
せ
、
④
時
間
往
復
走
、

⑤
五
分
間
走
の
五
種
目
で
、
そ
れ

ぞ
れ
種
目
ご
と
や
五
種
目
す
べ
て

に
お
い
て
総
合
判
定
を
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
「
チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア

江
府
（
野
球
）
」
か
ら
十
六
名
、

「
江
府
町
剣
道
」
か
ら
十
名
の
参

加
者
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

限
界
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
体
力
の
低
下
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
、
指
導
者
の
方
は
、

こ
の
テ
ス
ト
の
結
果
を
今
後
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
に
少
し
で

も
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

５分間走上体起こし時間往復走

僕
た
ち
・
私
た
ち
の
運
動
基
礎
能
力
は
？

江
府
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団�

　
　
　
　
　
　
　 

運
動
適
性
テ
ス
ト

江
府
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団�

　
　
　
　
　
　
　 

運
動
適
性
テ
ス
ト

江
府
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団�

　
　
　
　
　
　
　 

運
動
適
性
テ
ス
ト

平成１７年度　鳥取県学生寮入寮生募集のご案内
　
鳥
取
県
で
は
、
平
成
17
年
度

の
鳥
取
県
学
生
寮
の
入
寮
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
学
生
寮
は

東
京
に
、
明
倫
館
（
男
子
寮
）�

と
清
和
寮
（
女
子
寮
）
の
２
寮

が
あ
り
ま
す
。

１
、
出
願
資
格

　
保
護
者
が
鳥
取
県
に
住
所
を

　
有
す
る
者
。

　
平
成
１
７
年
度
に
大
学
、
短

　
大
、専
修
学
校
専
門
課
程(

修

　
業
年
限
２
年
以
上
）
（
以
下

　
「
大
学
等
」
と
い
う
）
に
入

　
学
を
希
望
す
る
者
。
又
は
、

　
入
学
が
決
定
し
て
い
る
者
。

　
あ
る
い
は
在
籍
し
て
い
る
者
。

　
健
全
な
共
同
生
活
が
で
き
る

　
者
。
（
不
適
当
な
者
に
は
退

　
寮
を
命
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
。
）

２
、
入
寮
期
間�

　
２
年
間
ま
た
は
１
年
間

３
、
詳
し
い
内
容�

　
申
込
手
続
き
に
つ
い
て
は
江

府
町
教
育
委
員
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
く
だ
さ
い
。

４
、
入
寮
申
込
申
込
書�

　
　
類
提
出
期
限
　�

　
１
月
31
日
（
月
）
（
必
着
）

　この保険は、スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動、指導活動等を行う５名以上の�

アマチュアの団体に、往復移動も含めたグループ活動中の傷害事故及び、賠償責任を負う事故を補償す�

る物です。

スポーツ保険に加入しよう！（平成17年度版）スポーツ保険に加入しよう！（平成17年度版）スポーツ保険に加入しよう！（平成17年度版）

800円

9.000円

2,000万円

600万円

500万円

2,000万円

3,000万円

900万円

750万円

3,000万円

4,000円

1,800円

1,800円

日額

　4,000円

1,500円

1,000円

1,000円

日額

　1,500円
500円

1,500円

傷害保険（保険金額）
対　象　と　な　る　団　体

掛金
（１人金額） 死　亡 後遺障害 入　院 通　院

○大人のスポーツ活動（高校生以上）

○子どもの団体（中学生以下）

○文化・ボランティア・地域活動（高校生以上）

○老人クラブなど（６０歳以上）

賠償責任保険（補償限度額）（免責１，０００円）

　　　　身体賠償：１人１億円・１事故５億円　

　　　　財物賠償：１事故５００万円

　　共済見舞金�

　　　　突然死（急性心不全、脳内出血等）

　　　　１６０万円

○危険度の高いスポーツ活動

※お問い合わせ：（財）スポーツ安全協会鳥取県支部　電話　０８５７（２８）７２２１

（保険区間：平成17年４月１日～平成18年３月31日）
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12
月
11
日
（
土
）
、
江
府
町
立
図
書
館
で
、
「
ク
リ
ス

マ
ス
お
は
な
し
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
会
話
型
式
の
お
話
や
、
ち
ょ
っ
と
感
動
す
る
お
話
、
そ

し
て
紙
芝
居
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
お
話
の
中
の
質
問
に
大
き
な
声
で
答
え
る
子
ど
も
や
、

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
お
話
に
聞
き
入
る
子
ど
も
達
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
達
で
に
ぎ
わ
う
会
場
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス�

　
　
　
お
は
な
し
会

ク
リ
ス
マ
ス�

　
　
　
お
は
な
し
会

ク
リ
ス
マ
ス�

　
　
　
お
は
な
し
会

　
荒
地
の
魔
女
に
よ
っ
て
、
90
歳
の
老

婆
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
18
歳
の
帽
子
屋

の
長
女
ソ
フ
ィ
ー
と
、
動
く
城
の
主
、

美
し
い
魔
法
使
い
の
青
年
ハ
ウ
ル
と
の

恋
を
描
く
、
ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
。
最

新
、
宮
崎
駿
監
督
作
品
。

　
追
い
詰
め
ら
れ
た
北
朝
鮮
が
、
日
本

の
テ
レ
ビ
局
に
前
代
未
聞
の
オ
フ
ァ
ー

を
出
す
。
収
容
所
、
拉
致
被
害
者
等
を

含
め
た
完
全
自
由
取
材
。
さ
ら
に
金
正

日
の
独
占
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
開
放
か
、

罠
か
？
共
和
国
「
最
後
の
真
実
」
が
解

き
明
か
さ
れ
る
ス
ー
パ
ー
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
。

　
電
車
内
で
暴
れ
る
酔
っ
払
い
か
ら
若

い
女
性
を
救
っ
た
、
ヲ
タ
ク
青
年
。
女

性
に
縁
が
な
い
彼
は
、
彼
女
を
デ
ー
ト

に
誘
う
べ
く
、
モ
テ
な
い
男
た
ち
が
集

う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
に
助
け

を
求
め
る
。
い
つ
し
か
「
電
車
男
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
彼
に
、
出
来

る
限
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
、
時
に

叱
り
な
が
ら
も
暖
か
く
見
守
る
仲
間
た

ち
。
「
電
車
男
」
は
果
し
て
意
中
の
彼

女
に
告
白
で
き
る
の
か
？
。

　
父
親
が
自
殺
を
失
敗
し
た
と
き
も
、

母
親
が
家
を
出
た
と
き
も
、
朝
は
普
通

に
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
悲
し

い
出
来
事
の
あ
と
も
…
。
大
き
な
も
の

を
な
く
し
て
も
、
ま
だ
あ
っ
た
、
大
切

な
も
の
。
と
っ
て
も
切
な
く
て
、
ち
ょ

っ
と
お
か
し
く
て
、
あ
っ
た
ま
る
。
心

に
ふ
わ
り
と
響
く
家
族
小
説
。

毎月、第3日曜日は家庭の日です
◎あいさつをしよう　◎はきものをそろえよう
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○応募資格　大学卒業程度の学力を有する男女�

○年　　齢　

　平成18年4月1日現在22歳以上26歳未満の者

○受付期間　4月上旬～5月上旬

○試験日等　1次試験（筆記試験等）5月下旬

○入隊時期　平成１８年４月1日

○問合せ先　自衛隊米子募集事務所

　　　　　　電話　０８５９－３３－２４４０

　放送大学は「いつでも、どこでも、だれでもが学べる」

地域のみなさまの、身近な生涯学習機関です。４～１０

年計画で、働きながら大卒の資格学士（教養）の学位が

取れます。1科目からでも学習できます。人文、社会、

自然など300科目以上の授業科目から、好きなものが選

べます。在学期間も、１学期間（６か月間）から学習で

きます。「倉吉交流プラザ」や「まなびタウンとうは

く」でも、テープの貸し出しや使用ができ、土、日曜日

もオープンしています。

○入学の機会は年2回

　４月入学（募集期間：12月15日～2月末日）

　10月入学（募集期間：6月15日～8月末日）

○問合せ先

　放送大学鳥取学習センター

　　電話０８５７－３１－１１３２

　　ホームページ　http://www.u-air.ac.jp/hp

　２月１日から、2005年農林業センサス統計調査を行

います。

　この農林業センサス統計調査は、５年に１度、農林業

を対象とした、農林業の国勢調査ともいわれています。

　対象の方に地区の調査員が、うかがいますので協力を

お願いします。

　日野高等学校になって3回目。

　そして、根雨高等学校音楽教養コース時代から

数えて10回目という節目の記念公演会です。

○日にち　２月５日（土）

○場所・時間

　根雨公演　10時30分～　日野町文化ホール

　米子公演　18時～

　　　　　　　米子コンベンションセンター小ホール

○問合せ先　

　日野高等学校　音楽科

　電話（ＦＡＸ兼用）０８５９－７２－０３６５

　いったん始まった住宅金融公庫のローン返済…。

｢今の返済方法をずっと続けないといけないの？｣

　不景気で収入が減り、ローンの返済額を抑えた

い、ボーナス払いの負担を軽くしたいなど、現在

の返済方法でお悩みの方、お気軽にご相談くださ

い。公庫ではさまざまな返済方法の変更を、用意

しています。

○休日相談実施中（第１・３日曜日）

　　電話　０８２－２２１－８７１６

○詳しくは、住宅金融公庫中国支店（電話０８２

　－２２１－８７０９）または、現在返済中の、

　金融機関まで連絡ください。
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１時間611円　効力発生日：平成16年10月1日�
�

�

�

�

�

�

�

＊詳細は、鳥取労働局労働基準部賃金室

　(0857)29-1705または、最寄りの労働基準監督

　署におたずねください。

区分

電気機械器具等

製造業

１時間当たり

各種商品小売業

効力発生日

７０８円

６８１円

平成16年
　12月20日

平成15年
　12月20日

産業別最低賃金



賃 金 就業時間年齢所 在 地求人事業所名 職 種

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後お知らせする求人は全て男女不問です。）

1月分
求 人 募 集

198,000～220,000藤 田 商 事 武庫116-1 ダンプ運転手 不問 8:00～17:00

109,120～144,320 8:15～17:15ダイセン縫製 (株 ) 武庫500-1 縫製オペレータ及び下手間 18～50

行 あ こ事 れ れ
1月 2月
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高血圧予防教室

太極拳練習会

糖尿病予防教室

籐細工教室（広域隣保活動）

教育相談室

ひよこ教室（じゃりんこくらぶ）

はつらつ実践運動教室

奥大山スキー大会

習字教室（広域隣保活動）

２歳児健診

教育相談室

じゃりんこくらぶ（ふれあいデー）

はつらつ実践運動教室

カラオケ教室（広域隣保活動）

西ノ島交歓スキー教室（～２日）

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

明道館

教育委員会

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

奥大山スキー場

明道館

総合健康福祉センター

教育委員会

子供の国保育園

総合健康福祉センター

明道館

鏡ヶ成スキー場

13：00～16：00

19：00～21：00

13：00～16：00

19：30～

8：30～17：15

10：00～11：30

14：00～16：00

9：30～

13：30～

13：00～13：30

8：30～17：15

10：00～12：00

14：00～16：00

19：30～

３歳児健診

教育相談室

バトミントン教室

陶芸講座

バトミントン教室

人権行政相談

教育相談室

バトミントン教室

入園説明会

歯科検診

習字教室（広域隣保活動）

カラオケ教室（広域隣保活動）

総合健康福祉センター

教育委員会

町民総合体育館

高齢者創作館

町民総合体育館

役場南庁舎

教育委員会

町民総合体育館

子供の国保育園

子供の国保育園

明道館

明道館

13：00～13：30

8：30～17：15

19：30～21：30

13：00～

19：30～21：30

9：00～12：00

8：30～17：15

19：30～21：30

12：30～

13：30～

19：30～

江府町人権同和問題啓発標語

明倫小学校５年　生　田　和　輝　思いやり　未来へのこそう　ぼくたちで�

江尾小学校４年　古　川　泰　弘　こわがらず　差別の心に　立ちむかえ



人身事故　　１件（12）

死　　者　　０人（１）

負 傷 者　　１人（13）

物損事故　　８件（130）

　　　　　　０人（１）

12月中のまとめ（　）内は平成16年間累計

交通死亡事故ゼロ継続日数

　　　　　244日　（１月１日現在）

　　　　　262日　（1月1日現在）

交 通 事 故

火　　災

�

◎お誕生おめでとう

(住　所）　（氏　名）　（性別）（保護者）

日の詰　磯江　惇希　男　　   学

◎ご結婚を祝します

川端　　学　　江尾�

村田　麗子　　米子から�

◎ごめい福を祈ります

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）

貝　田　森田　　賢　95歳　　明雄　�

御　机　高津千鶴子　75歳　　道喜

洲河崎　佐々木登亀子　73歳　　博行�

下安井　加藤　　司　70歳　　　久　

小江尾　前田　育子　56歳　　本人

栗　尾　筒井　章年　65歳　　本人

小　原　川上佐枝子　85歳　　　肇　

杉　谷　末次よしゑ　93歳　　雅雄

御　机　仲田　　一　81歳　　本人

人の動き 12月届
（敬称略）
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　毎年誕生月の月初めに社会保険

業務センターから現況届の用紙（は

がき）が送付されます。

　必要事項を記入の上、誕生月の

末日までに投函してください。

　もし紛失された場合には、役場に

用紙がありますのでご連絡ください。

　　　　　役場町民課（　75－3223）

納付期限

1月分�
平成17年2月28日まで

　社会保険事務所から送られて

いる納付書を添えて金融機関で

お支払いください。

　なお、口座振替の方は、上記

期限が振替日です。

　日野総合事務所では日野郡住民の皆さん
方の声を施策に反映させていくため、皆さんが
地域や職場、家庭で気づかれた県の行政につ
いての意見・提言・アイデア・要望・苦情などを
募集しています。�
　皆さんから寄せられた声は、日野総合事務
所から本庁へ伝えますので、是非ご意見をお
聴かせください。
ファクシミリ・メールでもお受けします。
ファクシミリ　0859－72－2072
メールアドレス　h-kenminkyoku@pref.tottori.jp

　　　　　日野総合事務所県民局県民課�
　　　　　　　　電話：0859－72－2083

「日野総合事務所へのご意見、ご提案について」

定住化促進の一環として建設した、町営住宅の入居希望者を次の�

とおり募集します。

○団 地 名　武庫団地

○場　　所　武庫４８４番地１

○戸数及び規格

　特定公共賃貸住宅　１棟４戸のうち１戸（４ＤＫ　93.59　）

○家　　賃　43,000円（別に駐車場使用料2台まで2,000円）

○敷　　金　家賃の３か月分

○申込資格　下記にすべて該当する者

　・現に同居し、同居しようとする親族（事実上婚姻関係にある者、�

　　婚約者も含む）がある者

　・収入基準に該当する者

　・現在住宅に困っている者

○提出書類

　・町営特賃住宅入居申込書

　・入居予定者全員の住民票

　・入居予定者全員の所得証明書など（平成１５年分）

　・住宅に困窮していることの証明書など

○申込期限　１月２１日（金）　午後５時

○申 込 先　役場　建設環境課

○抽選予定日　１月２６日（水）　午後４時

○入居予定日　２月　１日（火）

○その他

　・犬・ねこなどペット類の飼育は禁止する

　・入居申込者多数の場合は、公開抽選会を行います

　・申込資格に該当しなかった場合は、審査時点でご遠慮願います

　・収入基準については、扶養親族などにより、異なりますので所�

　　得証明を持参のうえ、役場建設環境課に相談ください

　・申込書は、役場建設環境課にあります

○問 合 先　役場　建設環境課　電話　７５－３３０６

町営住宅入居者募集

)



世帯数1,170世帯（＋１）　人口3,896人（－６）　　男1,836人（±０）　女2,060人（－６）（　）は前月比　12月末

　チャレンジ！クッキング　チャレンジ！クッキング食改おすすめ

手早く作れてカルシウムたっぷりのメニューです

和風炒り卵 卵　　　　　　４個

桜エビ　　大さじ４

牛乳　　大さじ４

青のり　　小さじ２

塩　　　　　　２ｇ

マーガリン　小さじ２

①桜エビを牛乳にひたし

　ておく。

②ボウルに卵をほぐし、

　青のり、塩、①の桜エ

　ビを加える。

③フライパンにバターを

　とかし②を流し入れ中

　火で炒める。半熟にな

　ったら火からおろし、

　器に盛る。

エネルギー　125kcal

脂質　　　　　8.4ｇ

たんぱく質　10.0ｇ

塩分　　　　　0.9ｇ

1人分の栄養素

江府町食生活改善推進協議会（佐川）

朝ごはんを食べよう朝ごはんを食べよう

朝食セットメニュー例
おむすび　即席すまし汁
和風炒り卵　バナナ

平成17年消防出初式平成17年消防出初式平成17年消防出初式
　1月６日、山村開発センターで、平成１７年消防出初式が行われました。

江尾地内での分列行進江尾駅対岸より祈念放水

気持ちも新たに宣誓する大岩団長


